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はじめに
　平成 23 年 3 月 11 日 14 時 46 分。日本の観測史上最大
の災害が発生した。東北地方三陸沖を震源地とするマグ











看護支援にあたった。その第 1班として 3月 14 日から
20 日まで、全国 7か所の赤十字病院から看護師および









































































































護師 9名と助産師 11 名の合計 20 名であり、他にER第





































1 芳賀 15 3 階東（循環器・心外）
2 武蔵野 13 4 階東（整形・形成）
3 広島原爆 11 4 階西（脳外・眼・耳鼻）
4 沖縄 19 4 階西（脳外・眼・耳鼻）
5 松山 36 5 階東（消化器外科・呼吸器外科）
6 松山 16 5 階西（内科・泌尿器科）
7 広島原爆 25 5 階西（内科・泌尿器科）
8 豊田看大 11 6 東（血液内科・緩和ケア）




























































































4 月 14日（実働 5日目）
　活動の最終日。この日の業務は 15 時で終了であった。
交代する伊豆赤十字病院の看護師に引き継ぎを行った
が、申し受ける側は不安げな表情をしていた。おそらく
5日前の自分も同じであったと思う。派遣に任命され、
被災地を支援しようと意気込んで現地入りしたものの、
何をどのようにすべきかわからない心情はよく理解でき
る。この頃の自分は病院支援とは明らかな成果をだすこ
とが目的ではなく、救護服を着た赤十字の仲間が共に看
護することに意味があると感じていたため、気負うこと
なく看護していくよう言葉を添えた。
　すべての業務を終了し、看護部に挨拶をした後、バス
に乗り込んだ。病院の玄関では、寒空の中、各病棟の師
長やスタッフが見送りをしてくれた。わずか 5日間の活
動であったが、別れるときは寂しさが込み上げてきた。
自分たちはこの場を去っていくが、石巻赤十字病院のス
タッフの活動はこれからもここで続いていくのだと思う
と、手を振る際の心境は複雑であった。
　帰路はバスで 8時間かかり、本社に到着したのは日付
が変わった深夜 2時であった。ホテルに戻り、6日間の
活動を終えた。
支援活動を終えて
　日本赤十字社の災害救護活動や被災地支援活動の迅速
さは周知のことである。加えて、今回のような病院看護
業務支援や看護専門学校の学校支援など、現地のニーズ
を即時に感じ取り、実際の支援の形にしていく赤十字の
組織力に感動した。今回、現地に到着した時には電気や
水道は復旧し、手袋やオムツなどの物資も補充されてい
た。組織力によって病院内のインフラは整備されている
と感じたが、そこで働くスタッフの心のケアは始まった
ばかりの印象であった。病院看護業務支援活動を通し
て、外部の看護師が病棟にはいることによって、実質的
な業務量の軽減のみでなく、表面化していない看護師の
心の支えになれたのではないかと考える。
　病院看護支援活動で実施したことは長年経験してきた
看護であり、状況は変わっても看護の力は共通であるこ
とを実感した。
　今回、執筆するに当たり、何をどのように報告すれば
よいのか悩んだ。考えた末、ありのまま体験したことや
感じたことを伝えようと思った。そのことで、赤十字の
さまざまな支援のかたちがあることや支援活動をする心
情を多くの人に知ってもらうことができ、さらに今後の
活動の参考になればと考える。
終わりに
　今回の石巻赤十字病院看護業務支援活動では、学内外
の多くの方々から支えていただいたことによって無事任
務を終えることができた。ご支援いただいた皆様に感謝
を申し上げる。今回の支援活動報告が今後の赤十字の災
害支援活動の発展の一助となることを期待する。
　東日本大震災で被災されたみなさまに心よりお見舞い
申し上げますとともに、被災地の一日も早い復興をお祈
りいたします。
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